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ハールーン･ヤフヤー氏の講義：2.ダーウィン説の否定

イスラームから見るダーウィン説

　人間は歴史上、宇宙や生命の始まりについて考え、様々な意見や説明を表現しました。それらを二つに分けることが可能です：それらは宇宙を唯物論的に説明する考え方と、神様がすべてを創造したという考え方です。進化論は唯物論に基づいて構成された理論です。唯物論は存在するすべての材料が宇宙にあって、その材料を統治するほかのパワーや支配者は存在しないと主張します。つまり唯物論者の考えによると宇宙が偶然に完成されて、生き物が偶然に現われ進化したと言うことです。唯物論と進化論は命の始まりを説明するためにお互いの理論を参考にします。両理論の基本的なところは古代ギリシャに生まれ、唯物論者によって立証されていたので、科学的に正しいかどうか評価されずに、１９世紀の遅れた科学状況に再び公表されました。創造理論は進化論を反対しています。創造理論によると物事が創造されたので、それを管理する存在者もいます。言い換えると、神様はすべての物事　-生きているものと生きていないもの-　を創造しました。宇宙とすべての物事に見られる素晴らしい設計、計算，つりあい、そして順序が創造理論の証拠であります。すべての宗教は創造されることは神様の「有れ。」と言う命令によって始まったと教えています。更にこれが神様の偉大な創造力を証明しています。クルアーンにもこの事実が以下のように述べられています。

（かれこそは）天と地の創造者である。かれが一事を決められ、それに「有れ。」と仰せになれば、即ち有るのである。（クルアーン　２：１１７）

または；

“またかれこそは真理をもって、天と地を創造された方であられる。その日は、かれが「有れ。」と仰せになれば、即ち有るのである。かれの言葉は真実である。ラッパが吹かれる日、大権はかれに属する。かれは霊玄買界も現象界をもしっておられる。かれは英明にして凡てに通暁しておられる。(クルアーン　６：７３)

　現代的な科学は唯物論と進化論の理論を無効にし、創造論を確かめます。進化論に反して、人間を囲んでいるすべてのものは宇宙や命の始まりにおいて偶然の役割がいっさいなかったと言うことを証明しています。空、地球そしてすべての生き物に見られる奇跡が神様の偉大な力と知恵の証拠でもあります。

　宗教と無神論の一番異なるところは、宗教は神様を信じることが最も大切なことであるの対し、無神論は唯物論に基づいています。神様はクルアーンに不信心者に以下のように質問して、かれらの考え方の矛盾に注目させます；

“かれらは無から創られたのではないか。それともかれ自身が創造者なのか。”(クルアーン　５２：３５)

　創造論を否定する人々が歴史上大勢いて、いつもこの不合理で理性を持たない考えを証明しようと努力してきました。かれらの考え方を支持する最も有名な理論は１９世紀のダーウィン説であります。もちろん人々には信じたいことを信じる自由があります。しかしイスラーム教徒は神様とかれの創造力を否定する理論を信じることができません。進化論者は宗教の基本を壊すために宗教熱心な人々に進化論をあらゆる形で語っています。

ダーウィン説の信奉者は「進化を通して創造」と言う理論を激励する

　進化論を立証する科学者が最近行われている研究の結果と自分たちの考え方とで矛盾しているところを見ると、進化論に関する文献の中には科学的な証拠より扇動的な意見が多く現われるようになりました。

　一方では、Science、Nature、Scientific American, または　New Scientist のような最も目立つ進化論の雑誌さえ最近ダーウィン説がもう幕を下ろしたと言うことを容認しています。創造論を擁護する科学者は、進化論者の根拠のない意見を批評して、この科学的な議論を勝ちました。

　それで、唯物論者は進化を通して創造論という新しい理論を作り出しました。これが進化論者の創造論者の論理的な説明に対する戦略の一つでした。進化論者は神様の存在を信じてないのに、もし神様は物事を、進化を通して創造したという理論を反対しなければ、自分たちの考え方がもっと簡単に広がると思っていました。実は、かれらは、自分の意見を強めて、宗教の説明を弱めるために、理論と宗教をもっと近づけよとしていました。

イスラーム教徒は神様を信じて、かれの創造力を認める一方で、十分の証拠のない進化論を受け入れることができません。更に、クルアーンに述べられた創造に関する章を知りながら、クルアーンと進化論が共存できると思うことが間違いであります。イスラーム教徒は唯物論を助けるために作られた理論を認めることをやめるべきです。

神様の存在

地球上での生命の始まりを調べて見ると二つの答えがあります：

一つ目はものが進化して生き物になりました。進化論によると生命が偶然にあるいは“セルフ-オルガニゼーション”によって現われた最初のセルから始まります。そしてまた偶然にそのセルが発展しながらいろいろな形になって結果的には何百万種類の生き物になりました。

二つ目の答えは“創造”です。すべての物事が知能の高い創造者によって創造されました。生命と、偶然から生命が誕生したとは思えない何百万種類の生き物は最初に創造された時と同じように、今も完全で素晴らしい姿のままです。

生命の始まりについてこの二つの理論以外には他の理論がありません。論理学の基本によると、もし二つの答えのある質問の一つ目の答えが間違いであるなら、二つ目の答えは必ず正しいものになります。これは論理学で(modus　tollendo　ponens)と言われています。

言い換えると、もし地球の生き物が偶然によってできていないなら、必ず創造者によって創造されたと言う意味になります。進化論者さえ三番目の答えがないと言うことを認めています。

化石に観る生き物の起源
構想の裏側の知能

地上に生態が偶然の結果出来上がったという説は不可能です。もしある複雑な組み立てが偶然成り立つというならそれは何を意味するのでしょう。もしあなたが海岸で砂丘をみたらそれはかならずある知性を持つデザインの出産物です。このように青でできたすばらしい形をしている生物生態はそれらが意識をもつ主体によって創られた証拠です。

われわれは蚊について勉強するとき蚊が同時発生の可能性のない特別な目的のために特徴を持っているのを分かります。蚊は人間の想像力を超えた込み入ったシステムを特有しています。夜でも働く視官・分泌している対凝固酵素・局部麻痺の使用は蚊のわれわれの生活上に役に立つ知能の高い解放です。一匹の蚊でさえ神様の高尚なる創造の存在の証になります。だからこそ神様はクルアーンにおいて蚊について言及します。

“本当にアッラーは、蚊または更に小さいものをも、比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそれが主から下された真理であることを知る。だが不信心者は「アッラーは、この比喩で一体何を御望みだろう。」と言う。かれは、このように多くの者を迷いに任せ、また多くの者を(正しい道に)導かれる。かれは主の掟に背く者の外は、（誰も）迷わさない。（雌牛章：２６）

 　われわれは人間の眼の構造を考察しても進化論の病弱だと結論します。人間の眼は網幕・水晶体・外部の筋肉・涙腺・脳の後ろにつながる神経などのそれぞれ40前後の組織から成り立ちます。このような器官は生計不能な複雑さを持っています。言い換えればこれらの器官の機能は単純なシステムによっては出来ません。このような器官の役割を維持するのにはそのすべては初めて創られたときからの構成が完全に働いている状態である必要性があります。これらは「偶然」では説明できません、これは実は創造のもう一つの証拠であります。

　今までの例で分かるように、偶然に出来上がる様々な複雑な物事があるという説は、完全に理性的ではないと共に無意味な説明であります。だからこそこれを意識している進化論者たちも偶然というコンセプトには全くふれません。その代わりに彼らは人々の潜在意識を求めるある用語を使用します。この呪術の言葉は「自然」です。もし全進化論の新聞・雑誌・テレビ番組をみると「自然が人間を創った」や「自然は生物にこのような特徴を与えた」などの言及を見たり聞いたりします。同じ文脈の中で「母なる自然」や「自然の奇跡」などのコンセプトにも向かい合います。

　これは大きな幻覚です。自然とよばれるものは、石・地球・樹木・水・空気にしかすぎないですから意志を持たないし、それに生物を創ることも出来ません。自然はそれを創ったのではなく、創られたシステムの名称であります。「自然が人間を創った」ということは「この絵がどんなにすてきな絵を創ったか (描いたか)」ということ同じです。誰でも絵が絵を創れないことを知っています。絵は意識と理性を持つ画家によって描かれます。絵は彼が使う道具にしかすぎません。

人間の身体のテクノロジーは、今日まで人間が何百年もかけて色々な経験や機会を積み重ねて作った物事よりすぐれています。誰もが一台のビデオカメラが偶然出来上がったとは主張できないでしょう。しかしどうしてそれよりとても複雑な構成をもつ人間の眼や身体のテクノロジーが進化と言われる暗合の結果に出来上がると言えるのでしょう。

進化論によって一切説得の出来ないもう一つの点は眼の知覚の特性であります。これを悟る前、われわれの眼がどうやって見えるのかという質問の答えを説明しましょう。外部からの物からの発光は眼の網膜に逆さまに映ります。この発光はそこに位置する細胞によって脳の後ろの部分の視覚センターに送られる電気シグナルに変えられます。そのあとの主順を受けた電気シグナルは、脳の後ろの部分の視覚センターでは一つのイメージとして知覚されます。

人間の眼・耳・身体全体がもっとも独特に創造されたことは明らかです。これは神様の類のない創造にある無数の知恵の表示を明白にします。人間の義務は、自分に誰が聞く・見る能力を与えたかを考えることです。この真実はクルアーンのある章にはつぎのように言及されています。

アッラーはあなたがたが何も知らない時、あなたがたを母の胎内から生まれさせ、聴覚や視覚や心〔知能感情〕をも授けられた。必ずあなたがは、感謝するであろう。（蜜蜂章：７８）

　進化論や唯物論の哲学は神様と魂の存在を拒否することを根拠にしていて、要素や有能なシステムを成り立たせるための無為な原子の合併の結果、生態がうまれたと主張します。しかしながら無意識な原子が一つの細胞を創るために合併できません。それにその細胞は二つに割れる決心をし、顕徴鏡で自分を検査できる人間に出来上がるまでに、判断力をつかっていくことも出来ません。

実は、進化論者たちの多くは、自分たちが主張している無意味な考えを本当は信じていません。彼らは自分たちの仮説は科学的に支えられた確実な事実だといいますが、しかし彼らの多くは最低限潜在意識のレベルでこれが幻聴だと分かっています。

この頑固な主張の唯一の理由は彼らは自分を神様の存在を認める立場に置けないことがあります。イギリス人の私物学者・進化論者もワットソン(D.M.S. Watson)は自分とその同僚たちがなぜ進化論を認めたかについては次のように説明します。

「もしそうであれば、それは進化論そのものに類似した同方向を提供する確実であることが証明され、理性的であることが首尾一慣に証明された、普遍的に認められたある仮説だからではなく、残っている唯一つの選択肢である特別な創造は信じられないから」

彼は「特別な創造」と指摘しているのは神様によっての創造です。ここから分かったとおり、この科学者は神様の存在を認めることが出来ません。なぜ？科学はこれを拒否するからなのでしょうか？違います。逆に科学は創造という真実を確かめます。ワットソンがこれを容認できないと思っている唯一の理由は、彼が神様の存在を断るように自分を調節していることです。彼以外の進化論者は皆同じ状況下にいます。

生命や有能の構造のすべては創造によって出現します。

講義は、「3.イスラームの神託の伝え方と手段」へ続きます。
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